
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、日
ご
ろ
よ
り
母
校
の

発
展
並
び
に
同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、我
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く
課
題

の
一
つ
に
、
食
料
自
給
率
の
問
題
が
あ
る
。

食
料
自
給
率
と
は
、消
費
さ
れ
る
食
料
の
内

国
内
生
産
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
割
合
で

あ
り
、自
給
率
に
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
と
生

産
額
ベ
ー
ス
が
あ
る
が
日
本
で
は
一
般
に
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、昭
和
四
十
年
度

（
一
九
六
五
）に
は
七
三
％
あ
っ
た
が
、平
成

元
年
度（
一
九
八
九
）に
五
〇
％
を
切
り
、平

成
十
年
度（
一
九
九
八
）に
四
〇
％
に
な
り
、

近
年
で
は
三
九
～
三
七
％
で
推
移
し
、令
和

元
年（
二
〇
一
九
）は
三
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
の
先
進
国
に
比
べ
る
と
日
本
の

食
料
自
給
率
は
最
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
食
料
自
給
率（
二
〇
一
七
）
の
ト
ッ
プ

は
カ
ナ
ダ
で
二
五
五
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
二
三
三
％
、ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
は

一
三
〇
％
を
超
え
、ド
イ
ツ
が
九
五
％
、イ
ギ

リ
ス
が
六
八
％
で
あ
る
。

我
が
国
の
食
料
自
給
率
の
低
下
の
背
景

に
は
、食
生
活
が
変
化
し
て
米
の
消
費
量
の

減
少
、輸
入
飼
料
に
依
存
し
た
畜
産
・
酪
農

の
発
展
、油
脂
類
の
消
費
拡
大
、食
の
外
部

化
と
食
品
産
業
の
発
展
、
農
家
戸
数
の
減

少
、農
地
の
転
用
や
耕
作
放
棄
地
の
増
大
、

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
。

国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画（
平

成
三
十
年
）
で
は
、
食
料
自
給
率
の
目
標

を
当
面
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
て
令
和

十
二
年
度（
二
〇
三
〇
）に
供
給
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
四
五
％
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。以

前
か
ら
も
四
五
％
目
標
を
掲
げ
て
き
て
い

る
が
、こ
こ
一
〇
年
間
四
〇
％
を
切
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
憂
慮
さ
れ
る
。

今
後
、も
し
異
常
気
象
等
に
よ
る
大
凶
作

や
突
発
的
な
事
件
・
事
故
、輸
出
国
に
お
け

る
輸
出
規
制
、地
球
環
境
の
悪
化
、石
油
資

源
の
枯
渇
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
、食
料
の

輸
入
が
途
絶
え
る
と
食
料
不
足
の
危
機
に

遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。

食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、

農
林
水
産
省
で
は
優
良
農
地
や
農
業
用
水

の
確
保
、農
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
、農

業
技
術
の
開
発
・
普
及
を
図
り
、食
料
の
供

給
力
を
強
化
す
る
政
策
や
適
切
な
農
業
経

営
安
定
政
策
、安
定
的
な
輸
入
の
確
保
、適

切
な
食
料
備
蓄
、食
品
の
安
全
性
の
確
保
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
、一
層
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
に
た
と
え
小

さ
な
こ
と
で
も
私
た
ち
一
人
一
人
が
、旬
の

食
べ
物
を
選
ぶ
こ
と
、地
元
で
と
れ
る
食
材

を
選
ぶ
こ
と
、ご
飯
を
中
心
に
肉
や
油
を
控

え
た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
食
事
を
す
る
こ
と
、

食
べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
三
月
、翠
星

高
校
を
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
六
星
同
窓

会
へ
の
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、母
校
の
発
展
と
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

食
料
自
給
率
を
考
え
る六

星
同
窓
会

会　

長大　

藏　

捷　

直

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本

校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
全
体
が
コ
ロ
ナ
に
始
ま

り
コ
ロ
ナ
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
の
一

年
の
、
翠
星
高
校
の
様
子
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

校
長
着
任
二
年
目
と
な
る
今
年
四
月
、

昨
年
度
末
三
月
の
一
斉
臨
時
休
業
が
あ
け
、

や
っ
と
学
校
再
開
が
で
き
る
と
準
備
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
収
ま
ら
ず
、
四
月
七
日
に
国
の
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
、
四
月
八
日
の

始
業
式
・
入
学
式
の
後
、
再
度
の
臨
時
休

業
と
な
る
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

予
定
で
は
五
月
連
休
明
け
か
ら
の
学
校
再

開
の
予
定
で
し
た
が
、
国
の
緊
急
事
態
宣

言
延
長
を
受
け
、
五
月
末
ま
で
の
臨
時
休

業
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
二
十
日
か

ら
の
分
散
登
校
を
経
て
、
六
月
一
日
か
ら
完

全
学
校
再
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
ヶ
月

に
わ
た
る
臨
時
休
業
中
の
教
育
課
程
回
復

と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今

年
度
の
各
種
行
事
に
つ
い
て
大
幅
な
見
直

し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
夏
季
休
業
に
つ
い
て

も
、
本
校
で
は
八
月
一
日
か
ら
八
月
二
十
四

日
ま
で
と
短
縮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
行
わ
れ
て
い
た
夏
の
全
国
高
校
野
球

甲
子
園
大
会
や
全
国
高
校
総
体
・
総
文
が

中
止
と
な
り
、
そ
の
予
選
と
な
る
県
大
会

や
県
総
体
・
総
文
も
軒
並
み
中
止
。
ま
た
、

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
静
岡
大
会
も
中
止

と
な
り
、
本
県
開
催
予
定
で
あ
っ
た
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
代
替
大
会
等
開
催
の
動
き
は
あ
っ

た
も
の
の
、
各
部
活
動
や
農
業
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
一
変
し
ま
し
た
。
皆
様
も
ご
承
知
の

よ
う
に
、
日
本
国
内
全
体
が
「
新
し
い
生

活
様
式
」
に
沿
い
な
が
ら
、
日
々
の
生
活

を
含
め
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社

会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
ま
ず
第
一
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
生
徒

の
「
命
を
守
る
」
こ
と
。
そ
の
う
え
で
、
何

が
で
き
る
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
細
か
い

と
こ
ろ
で
は
、
全
校
生
徒
を
集
め
て
の
各
種

式
典
や
集
会
も
、
最
大
、
各
学
年
別
集
会

が
限
界
と
な
り
、
昼
食
に
し
て
も
、
今
ま
で

の
よ
う
な
談
笑
し
な
が
ら
の
食
事
は
一
切
禁

止
、
教
室
内
自
席
で
全
員
前
を
向
い
て
個
々

に
黙
々
と
食
事
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
行
事
に
つ
い
て
も
、
そ
の

目
的
を
含
め
形
式
で
は
な
く
本
質
的
な
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
し
ま
し
た
。
二
年
生
の

修
学
旅
行
は
来
年
六
月
に
延
期
。
文
化
祭

に
つ
い
て
も
、
模
擬
店
や
ク
ラ
ス
企
画
な
ど

例
年
通
り
の
開
催
は
断
念
し
、
ス
テ
ー
ジ
企

画
の
み
文
化
的
行
事
と
し
て
十
二
月
に
松

任
文
化
会
館
で
改
め
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
考
え
に
考
え
抜
い

て
下
し
た
苦
渋
の
決
断
で
あ
り
ま
し
た
。

例
年
、
数
多
く
の
成
果
を
出
し
て
い
た

農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
に
つ
い
て
も
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
全
国
大
会
静
岡
大
会
と
そ

の
予
選
で
あ
る
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
石

川
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
県
連
大

会
に
つ
い
て
は
、
全
国
大
会
が
中
止
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
予
選
と
し
て
開
催
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
い
え
ば
、
中
止
す
べ
き
と
の
考

え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
実
施
し
な
い

と
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
活
動
・

学
習
・
研
究
の
成
果
等
が
残
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
、
次
に
繋
が
っ
て
い
か
な
く
な
る

と
考
え
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
安

全
に
実
施
で
き
る
の
か
を
考
え
、
様
々
な

検
討
の
結
果
、
ま
ず
、
実
施
時
期
を
従
来

の
全
国
大
会
開
催
時
期
以
降
に
大
幅
に
ず

ら
し
、
準
備
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
。
ま
た
、
発
表
大
会
に
つ
い
て
は
、
従
来

型
の
一
堂
に
会
し
て
の
発
表
大
会
で
な
く
、

初
の
試
み
と
し
て
、
各
学
校
で
発
表
を
録

画
し
た
も
の
で
ビ
デ
オ
審
査
す
る
形
式
と

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
活
動
を
途
切
れ
さ

せ
ず
、
最
低
で
も
現
状
を
維
持
し
、
次
年

度
に
つ
な
げ
て
い
く
、
そ
ん
な
思
い
で
今
年

度
の
県
連
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
十
月
二
十
日
～
三
十
日
に
発
表
大

会
、
十
二
月
八
日
に
は
農
業
鑑
定
競
技
会

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
、

意
見
発
表
、
農
業
鑑
定
競
技
の
す
べ
て
の

部
門
に
お
い
て
翠
星
高
校
生
徒
が
、「
最
優

秀
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
農
業
ク
ラ
ブ
の
大
会
以
外
に
も
、

様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
応
募
を
奨
励
し
、

で
き
る
だ
け
生
徒
の
活
躍
の
場
を
設
定
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
第

十
一
回
全
国
和
菓
子
甲
子
園
」
に
初
出
場

な
が
ら
「
優
勝
」・
日
本
一
と
い
う
栄
誉
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

食
品
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
食
品
製
造
実
習

等
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
農
業
高
校
で
は
全
国

初
と
な
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
・
食
品
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｆ
Ｓ‒

Ｂ
規

格
）
適
合
証
明
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
異
常
事
態
下
で
の
翠
星
高
校
の

活
躍
は
、
頑
張
り
続
け
て
く
れ
た
生
徒
は

も
と
よ
り
、指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

そ
し
て
本
校
教
育
活
動
を
様
々
な
形
で
ご

支
援
く
だ
さ
る
同
窓
会
の
皆
様
方
の
お
か

げ
だ
と
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
皆
様
に
母
校

の
躍
進
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
本
校
教
育
活

動
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
翠
星
高
校
、
こ
の
一
年

校　

長鷲　

澤　
　
　

勝
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三
和

令
和
元
年
九
月
、
食

品
科
学
コ
ー
ス
に
和
菓

子
班
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
は
「
和

菓
子
職
人
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
和
菓
子
店

を
営
む
卒
業
生
の
声
で
し
た
。
調
査
し
て
み
る

と
、
和
菓
子
へ
の
興
味
関
心
は
洋
菓
子
と
同
程
度

あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
希
望
者
で
和
菓
子
班
を

結
成
し
「
卒
業
生
に
紅
白
饅
頭
を
贈
ろ
う
！
」
を

目
標
に
和
菓
子
製
造
技
術
の
習
得
に
励
み
ま
し

た
。令

和
二
年
度
。
活
動
の
発
展
と
し
て
「
第
十
一

回
全
国
和
菓
子
甲
子
園
（
主
催
：
全
国
菓
子
工
業

組
合
連
合
会
）」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
と
休

校
中
か
ら
案
を
練
り
、
テ
ー
マ
青
春
か
ら
「
恋

つ
ゝ
み
（
こ
い
つ
つ
み
）」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
恋
つ
ゝ
み
」
は
白
山
市
の
白
山
比
咩
神
社
で
行

わ
れ
て
い
る
恋
愛
成
就
の
イ
ベ
ン
ト
「
恋
文
奉

納
」
に
あ
や
か
り
、
県
産
の
イ
チ
ゴ
や
ユ
ズ
、
加

賀
棒
茶
の
餡
を
羽
二
重
餅
で
包
み
、
巻
物
の
よ
う

な
見
た
目
に
仕
上
げ
「
赤
い
糸
」
で
結
ん
だ
菓
子

で
す
。
令
和
二
年
十
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
最

終
決
戦
で
全
国
二
四
校
・
六
一
作
品
の
中
か
ら
味

や
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
企
画
力
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

見
事
優
勝
！
本
校
・
石
川
県
勢
・
北
信
越
勢
と
し

て
も
初
優
勝
の
快
挙
で
し
た
。
そ
の
反
響
は
大
き

く
、
新
聞
三
社
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
と
Ｍ
Ｒ

Ｏ
北
陸
放
送
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
特
集
さ
れ
、
県
か

ら
文
化
優
秀
賞
も
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
月

に
地
元
和
菓
子
店
か
ら
商
品
化
及
び
白
山
市
の
企

画
で
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
と
地
域
の
力
で
作
り
上
げ
た
「
恋
つ
ゝ

み
」。
ご
当
地
菓
子
と
し
て
末
永
く
地
元
を
盛
り

上
げ
て
欲
し
い
で
す
。
和
菓
子
班
の
活
動
を
続
け
、

本
校
か
ら
伝
統
を
引
き
継
ぐ
和
菓
子
職
人
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
た
金
田
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
食
品
科
学
コ
ー
ス
の
先
生
方
、
惜
し
み

な
く
技
術
指
導
し
て
下
さ
っ
た
卒
業
生
の
和
菓
子

職
人
松
浦
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※� �「
恋
つ
ゝ
み
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
川
県
文
化
優
秀
賞
授
賞

令
和
三
年
一

月
二
十
六
日
に

石
川
県
庁
に
て

石
川
県
文
化
優

秀
賞
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
谷
本
知
事

よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

食品科学コース
課題研究「和菓子班」
31Ｈ巧ヒカリさん、 
22Ｈ小西愛実さん

食
品
科
学
コ
ー
ス

教
育
機
関
初

「
J
F
S
︱

B
規
格
」適
合
証
明
合
格
！

翠
星
高
校
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
責
任
者

�

食
品
科
学
コ
ー
ス　

教
諭　

西
前　

辰
郎

二
〇
二
一
年
五
月

三
十
一
日
に
改
正
食

品
衛
生
法
の
猶
予
期

間
が
終
わ
り
、「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
」
が
全
て
の
食
品
事
業
者
に
完
全
義
務
化

と
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
る
中
、
本
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
生
徒
達
が
今
後

食
品
関
連
企
業
で
活
躍
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
「
Ｊ
Ｆ
Ｓ 

︱ 

Ｂ
規
格
」
適
合
証
明
合
格
を
目

標
と
し
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。「
Ｊ
Ｆ
Ｓ 

︱ 

Ｂ
規
格
」
と
は
国
内
の
大
手

食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
食
品
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｓ
Ｍ
）
が
運
営
す
る
規

格
で
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
７
原
則
12
手
順
」
を
含
む

食
品
安
全
に
関
わ
る
要
求
事
項
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
二
年
十
月
に
本
監
査
を
受
け
、
本
校
の

人
気
商
品
「
翠
星
ク
ッ
キ
ー
」
と
「
は
く
さ
ん

米
粉
ク
ッ
キ
ー
」
が
適
合
証
明
合
格
と
な
り
ま

し
た
。
国
内
教
育
機
関
初
の
合
格
で
し
た
。
私

自
身
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か
全
く
分
か
ら
な
い

状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
、
生
徒
を
引
っ
張
ら
ね
ば

な
ら
ず
、
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
思
い
で
不
安
で

一
杯
で
し
た
。
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
石
川

県
予
防
医
学
協
会
の
お
力
を
お
借
り
し
、
食
品

科
学
コ
ー
ス
教
職
員
・
生
徒
達
が
一
丸
と
な
っ

て
成
し
得
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
監
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
六
星

同
窓
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
を
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
生
徒
と
と
も
に
適
正
な
衛
生
管
理
を
実
現
さ

せ
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
高
校
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

令
和
二
年
度

越
馬
徳
治
科
学
教
育
研
究
奨
励
　
奨
励
賞
受
賞

「
世
界
レ
ベ
ル
の
衛
生
管
理
」
を
身
に
つ
け
る

実
践
的
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

～
教
育
機
関
初
「
Ｊ
Ｆ
Ｓ 

︱ 

Ｂ
規
格
」
適
合
証

明
合
格
～

�

石
川
県
立
翠
星
高
等
学
校

�

総
合
グ
リ
ー
ン
科
学
科

�

食
品
科
学
コ
ー
ス

�

教
諭　

安
川　

三
和

�

教
諭　

西
前　

辰
郎

�

教
諭　

川
端　
　

伸

H
A
C
C
P
（
ハ
サ
ッ
プ
）
と
は

食
品
の
製
造
工
程
で
食
中
毒
や
異
物
混
入
な

ど
の
健
康
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
部
分

を
特
定
し
、
継
続
的
に
監
視
し
て
製
品
の
安
全

性
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
手
法
の
こ
と
。

生
徒
考
案

「
恋
つ
ゝ
み
」が
全
国
優
勝
！

食品安全マネジメント協会（JFSM）による本監査の様子

食
品
科
学
研
究
会
　
大
臣
賞
受
賞
！

食
品
科
学
研
究
会
は
、
農
産
物
加
工
品
の
研
究

開
発
・
製
造
販
売
の
知
識
と
技
術
を
活
か
し
、
平

成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
『
模
擬
株
式
会
社

S
U
I
S
E
I 

︱ 

F
A
C
T
O
R
Y
』
を
設
立
。

六
次
産
業
化
推
進
・
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
振
興

適合証明書

適合証明書とHACCPチーム

翠星クッキー
（コース）

はくさん米粉クッキー
（研究会）

HACCPクッキー製造の様子

谷本知事より贈呈

食品科学コース教員一同

恋つゝみ
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高
校
を
卒
業
し
て

昭
和
六
十
年
度
卒　

農
業
科�

山
口　

忠
和

私
が
旧
松
任
農
業
高
校
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和

六
十
年
の
春
で
す
。
卒
業
し
て
は
や
三
十
五
年
が

経
ち
ま
し
た
。
卒
業
を
し
た
私
は
、
所
有
地
三
ha

の
兼
業
農
家
を
継
げ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
と
軽
く
考

え
て
い
ま
し
た
。
私
が
一
歳
半
の
と
き
に
父
が
亡

く
な
り
、
母
が
中
心
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
我

が
家
で
し
た
が
、「
専
業
で
農
業
し
な
い
か
？
」

「
田
ん
ぼ
を
や
め
て
い
く
人
の
受
け
皿
に
な
ら
な

い
か
？
」
と
町
内
の
先
輩
か
ら
声
が
か
か
り
、

三
十
二
歳
の
時
に
会
社
を
辞
め
、
専
業
で
農
業
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
町
内
の
営
農
組
織
で
は

平
成
二
十
七
年
度
卒　

総
合
グ
リ
ー
ン
科
学
科�

金
田　

侑
也

翠
星
高
校
を
卒
業
し
て
、
六
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
教
員
を
目
指
し
南
九
州
大

学
へ
進
学
し
、
現
在
は
母
校
の
翠
星
高
校
で
臨
任

講
師
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
教
員
は
「
人
を
育
て

る
」
こ
と
が
仕
事
で
す
。
経
験
の
浅
い
私
で
す
が
、

こ
の
人
を
育
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
の

も
と
精
一
杯
努
力
・
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

翠
星
高
校
に
勤
め
て
二
年
目
の
私
は
現
在
食
品
科

学
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
、
科
目

「
課
題
研
究
」
に
て
和
菓
子
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
初

体
験
が
多
く
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
翠
星
高
校

の
卒
業
生
で
、
現
在
は
白
山
市
に
本
店
を
置
く
「
菓

子
処
大
松
庵
」
松
浦
社
長
に
技
術
指
導
を
、
安
川
教

諭
に
生
徒
指
導
を
ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。
担
当
初
年

度
は
、
食
品
科
学
コ
ー
ス
の
卒
業
生
に
お
祝
い
の
品
と

し
て
紅
白
饅
頭
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
年
目

に
は
第
十
一
回
全
国
和
菓
子
甲
子
園
に
初
出
場
な
が

ら
優
勝
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

和
菓
子
甲
子
園
に
携
わ
り
、
自
分
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
和
菓
子
の
製

造
技
術
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
一
つ
ひ
と

つ
の
物
事
に
つ
い
て
、
生
徒
の
頑
張
り
や
先
生
方
、
地

域
の
方
々
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
、
成
果
に
結
び
つ
く
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。
未
熟
な
私
は
、
生
徒
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
今
年
度
の
経

験
を
生
か
し
て
、
来
年
度
以
降
も
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
指
導
頂
い
た
安
川
教
諭
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生

方
、
そ
し
て
同
窓
生
の
繋
が
り
も
感
じ
さ
せ
て
頂
い
た

松
浦
社
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
生
徒
指
導

を
通
じ
、
翠
星
高
校
並

び
に
六
生
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
の
た
め
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

和
菓
子
甲
子
園
優
勝
ま
で
の
軌
跡

を
目
的
と
し
、
地
域
生
産
者
の
所
得
向
上
や
就
農

者
増
加
に
貢
献
す
る
た
め
、
加
工
品
の
開
発
だ
け

で
な
く
生
産
者
に
寄
り
添
っ
た
事
業
プ
ラ
ン
を
行

政
や
企
業
に
提
案
す
る
な
ど
、
六
次
産
業
化
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、「
令
和
二
年
度
地
産
地

消
等
優
良
活
動
表
彰�
教
育
関
係
部
門
」
で
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
令
和

三
年
二
月
十
二
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

大
豆
の
受
託
や
稲
刈
り
を
し
、
自
作
地
で
は
転
作

の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
り
一
年
が
経
ち
、
確
定
申

告
の
と
き
完
全
に
す
ね
か
じ
り
に
戻
り
ま
し
た
。

三
十
二
歳
で
、
す
ね
か
じ
り
で
す
。
そ
れ
も
三
歳

と
〇
歳
の
二
人
の
子
供
を
そ
だ
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
⋮
。
専
業
農
家
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い

現
実
で
し
た
。
二
年
目
は
早
生
の
刈
取
後
の
田
ん

ぼ
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
け
、
ほ
か
の
耕
作
者

の
田
ん
ぼ
も
貸
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
無
事
出
荷

は
で
き
た
も
の
の
、
機
械
の
購
入
や
資
材
費
で
二

年
目
も
赤
字
。
そ
の
後
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
で
の
農
薬

散
布
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
す
ね
か
じ
り
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
せ
ま
し

た
。
約
五
年
か
か
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々

に
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
支
え
ら
れ

て
生
き
て
き
た
五
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
、
三
歳
だ
っ
た
長
男
は
翠
星
高
校
を
卒

業
し
、
タ
キ
イ
研
究
農
場
付
属
園
芸
専
門
学
校
園

芸
本
科
、
専
攻
科
を
卒
業
、
農
業
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
〇
歳
だ
っ
た
長
女
も
翠
星
高
校
を
卒
業

し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
ス
ー
パ
ー
ス
イ
ー
ツ
調

理
専
門
学
校
（
現
在
は
国
際
調
理
専
門
学
校
）
を

卒
業
し
食
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
約
十
五
ha
の
作
付
け
面
積
で
、
水

稲
、
大
豆
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
オ
ク
ラ
そ
の
他
約
三
十
種
類
の
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
我
が
家

で
す
が
、
感
謝
を
忘
れ
ず
家
族
み
ん
な
で
魅
力
が

あ
る
農
業
を
目
指
し
て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
六

星
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
と

御
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

人
と
緑
の
橋
渡
し

平
成
二
十
年
度
卒　

総
合
グ
リ
ー
ン
科
学
科�

鉄て
つ

車ぐ
る
ま
　

元
志

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
翠
星
高
校
を
卒
業
し
早
い
も
の
で
一
二
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
大
学
進
学
後
、
現
在
、

能
美
市
の
㈱
立
花
造
園
に
て
現
場
作
業
員
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
す
。
主
な
仕
事
の
内
容
は
法
人
・

個
人
の
お
客
様
の
緑
地
の
他
、
地
域
の
公
共
施
設

の
緑
地
管
理
、
造
成
工
事
等
を
し
て
お
り
ま
す
。

会
社
の
創
始
者
を
始
め
、
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が

旧
松
任
農
業
高
校
や
翠
星
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る

た
め
、
改
め
て
我
が
母
校
の
深
い
歴
史
を
感
じ
る

と
と
も
に
お
か
げ
様
で
気
が
ね
な
く
の
び
の
び
と

働
け
て
い
ま
す
。

入
社
し
て
七
年
目
に
な
り
難
し
い
仕
事
も
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仕
様
書
通
り
に
作
業

を
こ
な
す
の
に
四
苦
八
苦
し
た
り
、
後
輩
へ
の
指

示
、
指
導
に
振
り
回
さ
れ
た
り
と
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
資
格
取
得
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
め
げ
ず
に
毎
年

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
あ
ら
ゆ
る
緑
地
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

近
ご
ろ
緑
化
の
維
持
管
理
に
お
金
を
か
け
る
方
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
改
修
を

加
え
ら
れ
ず
藪
化
し
て
い
る
緑
地
を
い
く
つ
も
見

て
き
ま
し
た
。
ま
た
お
客
様
に
緑
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
様
に
す
る
た
め
に
は
通
年
の
手
入
れ
だ

け
で
な
く
少
し
ず
つ
改
修
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

思
わ
ず
緑
地
に
出
た
く
な
る
よ
う
な
、
触
れ
た

く
な
る
よ
う
な
、
そ
し
て
い
ず
れ
は
手
入
れ
も
し

た
く
な
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
人
と
緑
の

橋
渡
し
役
に
な
れ

る
よ
う
日
々
心
が

け
な
が
ら
仕
事
を

続
け
て
い
ま
す
。
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事
務
局
だ
よ
り

《
本
部
》

【
会
計
監
査
】

令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
（
金
）
翠
星
高
校

【
総
会
】

中
止
と
し
、
書
面
決
議
に
て
実
施

《
支
部
総
会
》

金
沢
支
部
総
会　

中
止

東
海
支
部
総
会　

中
止

関
西
支
部
総
会　

中
止

関
東
支
部
総
会　

中
止

生
徒
た
ち
の
活
躍
に
対
し
前
田
勝
紀
様

（
金
沢
支
部
）
よ
り
左
記
を
寄
贈
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度　

①
横
断
幕
一
式

令
和
二
年
度　

�

②
横
断
幕
一
式�

③
看
板
二
枚

支
部
だ
よ
り

関
東
支
部

昭
和
三
十
六
年
卒�

東　
　

建
路

令
和
二
年
度
総
会
を
十
一
月
に
開
催
予
定
が

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
為
、
支
部
規
約
に
基
づ
き
会
員
に
「
書

面
決
議
書
」
に
よ
り
、
総
会
中
止
と
年
間
経
過
、

会
計
監
査
各
報
告
、
本
年
度
の
予
算
案
等
と
副

支
部
長
吉
本
忍
氏
選
任
の
議
案
の
賛
否
を
求
め
、

会
員
三
〇
名
中
二
八
名
の
賛
成
を
得
て
総
会
は

成
立
し
ま
し
た
。
会
員
に
結
果
報
告
と
年
間
の

活
動
写
真
集
及
び
六
星
だ
よ
り
等
を
同
封
し
て

周
知
し
ま
し
た
。

支
部
活
動
は
令
和
元
年
十
一
月
の
総
会
（
前

号
既
報
）、
同
二
年
一
月
の
気
軽
に
一
杯
の
会
及

び
六
月
の
持
回
り
役
員
会
で
小
林
好
晴
支
部
長

が
長
期
病
気
療
養
に
伴
い
、
支
部
長
代
行
に
越

村
進
氏
を
選
任
し
就
任
し
ま
し
た
。
現
時
点
迄
、

前
述
以
外
の
定
例
行
事
五
件
は
す
べ
て
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
期
に
終
息
し
会
員
の
元
気
な

笑
顔
で
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

関
西
支
部

昭
和
三
十
二
年
度
卒�

松
永　
　

潔

令
和
二
年
度
関
西
支
部
の
総
会
を
十
月
十
七
日

（
土
）
に
梅
田
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
「
な
に
わ
食

採
し
ず
く
」
開
催
で
ご
案
内
状
を
発
送
い
た
し
ま

し
た
が
予
想
に
反
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
三

波
が
早
く
か
ら
始
ま
り
会
員
の
ご
健
康
を
考
え
急

遽
、
中
止
の
ご
案
内
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
は
役
員
会
も
中
止
し
、「
収
支
決

算
書
」
は
役
員
の
方
々
に
書
類
を
発
送
し
ご
確

認
、
承
認
を
い
た
だ
き
総
会
資
料
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
一
月
実
施
し
て
い
る
新
年
会
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
異
常
な
状
況
の
為
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
は
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
お
元
気
な
ご
様
子
で
安

心
し
て
い
る
次
第
で
す
。

本
部
よ
り
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
六
星
だ

よ
り
」
は
会
員
の
方
々
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。

早
く
平
穏
な
状
況
に
な
り
皆
さ
ん
と
明
る
く
元

気
な
ひ
と
時
の
場
を
令
和
三
年
度
の
総
会
を
皆
様

と
と
も
に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
海
支
部

昭
和
三
十
七
年
卒�

猿
渡　

孝
之
（
旧
姓
加
成
）

毎
年
五
月
末
日
に
東
海
支
部
の
総
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
第
十
九
回
目
の
総
会
は
残

念
な
が
ら
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
原
因
不
明
の
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
負

け
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

金
沢
支
部

昭
和
四
十
七
年
度
卒�

窪　
　

正
之

令
和
二
年
度
六
星
同
窓
会
金
沢
支
部
の
総
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
断
幕
と
看
板
を

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

①令和元年寄付横断幕
（下段）

②令和２年度寄付横断幕
（下段）

③令和２年度寄付看板２枚
（東門に設置予定）
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